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電解水衛生環境システム

守る水 洗濯特化
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電解水衛生環境 システム The water protects your life.
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アルカリ性電解水と酸性電解水がパワーのヒミツ!

水 水
独自の

マルチセル型

電解槽で生成。

従来の2隔膜3室型

、 電解槽をさらに

、ヽ、進化させた、

独自のシステムで

さらにパワーアップ。

塩水
マイナス(― )の 電極側から洗浄力の高いpH約
12.0の アルカリ性電解水 と、プラス{+)の 電極

側から除菌力の高いpII約 3.0(有 効塩素濃度

20-70ppnl)の 酸 `‖:電解水が生成されます c
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洗浄効果 除菌効果
脱臭効果
漂白効果

14

酸性
電解水

|● :11,■

12



ヽ
■″
■11

刀
ーヨ
フ
/0

ヽ ′

食中毒や施設内感染を防ぐために
菌やウィルスを強力に
酸性電解水が食中毒の元になる大腸菌やサルモネラ菌、黄色ブドウ球菌、腸炎ビブリオ菌などを除菌します。

ノロウィルス対策にも。
施設のノロウイルス対策に『守る水_を活用いただけます。

ノロウイルスは細胞培養できないため、一般的な代替ウイルスであるネコカリシウイルスを使って

ウイルス不活化試験を行い、有効なデータも得られています。

■試験依頼先 :財団法人 食品分析センター
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酸性電解水に含まれる次亜塩素酸が次亜塩素酸イオンよりも
高 い 除 菌 効 果 を 発 揮 し ま す 。 (pH値により次亜塩素酸の包有率 |ま 変化します )

■有効塩素濃度とpH値の特性

|口 |■ lL解 水
′
|:成 ‖|

峻 |′ |:電 解 水

洗浄投 人時 次■1塩 素酸ナ トリウム水溶波
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ブ ドウ球菌
[食中毒 ]

黄 色
NIRSA
l肺炎 ]

セ レウス菌
1食中毒 ]

緑膿菌
[下痢l

レジオネラ菌
[肺炎 ]

ノロウィルス

1食 中毒
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サルモネラ菌
[食中毒 ]

腸炎
ビブリオ
l食中毒l

溶 liri4

連鎖球 l莉

[皮膚疾患] 真菌

赤色酵母
I水まわりの

I食中毒 l
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次亜塩素醸 イオン
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水のチカラで、ここまでキレイに!

ソース ケチャップ  醤油   ゴマ油
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※写真はイメージです。
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アツという間に炸枡椒渉洟〔
有機汚れをアッという間に分解する、その驚異の洗浄力を実験で調べてみました。
■汚染布結果を表不 .Itil:機  業務 ||サ i,tiI機 容 |||:221(g .¬ 洗111 1irl l「 _し ヵl, 洗浄 (10分 )低 水位→ 低水∫、・・ 3■ ‐
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洗浄力を越えたマルチなパワー。
これが    の実力。

削鰤轟回|■|
酸性電解水に含まれる次亜塩素

酸が洗濯しながら除菌します。

|・ I

“
アルカリ性電 11『 水で臭いの元

や、細菌の餌となるたんばく質・

油脂汚れを分解洗浄します.そ

の後、酸性電解水で様々な菌を

除菌します_
和|1某

「
を1除 ムたんぱく質・油脂汚れを分解
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みるみる

キレイ

洗浄後

2つの

チカラ
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洗剤やすすぎ水、ボイラー代節約 !

一
一
■

■

■

■

■

■ ■

鬱

機械

「守る水」なら
ヽ

‐‐1■

・
‐
　

　

，

"__」ヽ

ヽア
　
」

ヽ
一■
・　
　

　

■嶋

ヽ1  ‐

ヽ



●
=●

●

=

ワ
ヽ

「
―
●

■

ツL
ヽ 0 ′

洗濯方法の比較
「守る水」を使う事で従来の洗濯方法からたくさんのムダを省く事ができますc

0

電解水を使う事で洗濯の
を   下げる事ができます。
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水

すすぎ

アルカリ性電解水 酸性電解水

洗浄 除菌 ノ
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水

常温で

洗濯

電解水でしっかり洗浄。

洗剤量を減らせます。

洗剤が少ないから

すすぎも簡単。

強力な洗浄・除菌効果で

常温での洗濯が可能。
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洗剤代

例えば

今までは 経
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十

湯・水

業務用

洗 剤

洗濯 1回分のコスト

洗剤代 (洗剤・除菌剤・柔軟剤無}■水道水+ボイラー用燃料代十洗濯機 1ヽ気代
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精製塩代 (電解水生成用十軟水器用)+水道水十電解水生成電気代+洗濯機電気代

厖道囲
ボイ|ラ■用1燃料代
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老人ホーム、保育園、病院な
そこに安全・安心を求める人
食中毒や施設内感染などの心配がある場所では、常に清潔を保つ必要があります。

安全と安心を維持しながら、コストパフォーマンスと環境をも考慮する必要があります。

電解水による衛生環境システム「守る水」は、活躍の場所を選びません。

厨房

衛生管理を求められる場所に

電解水をご利用ください。

●厨房器具・ふきん。食器の洗浄

除菌(まな板・包丁など)

●床・排水溝の洗浄・除菌

食堂
●テープル・イス・床の清掃・除菌

●ふきんの洗浄・除菌

●室内の脱臭

廊下・階段 トイレ 浴 室 (シャワールーム)

●手すり・床・壁の清掃 。

除菌・脱臭

●便器の洗浄・除菌

●トイレ内の脱臭

●床・排水溝の洗浄・除菌

●浴室・タイルの洗浄・除菌・脱臭・ヌメリ取

●鏡の水垢取り ●排水溝の洗浄・除菌
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除菌をする 脱臭をする 漂白をする
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洗濯をする



衣類、タオル、シーツ等の洗濯に

高い洗浄力とコストパフォーマンスを発揮します。
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清潔な環境維持にその実力を発揮します。

除菌、脱臭などを必要とする環境にもおすすめします。

゛ヽ

|モ いるかぎり。

居室
●家具の清掃・除菌
●噴霧器による部屋内の除菌。脱臭

ロッカールーム
●ロッカー内の除菌・脱臭

●床・洗面台の洗浄・除菌

●鏡の水垢取り

洗濯室
●環境にやさしくクリーンな洗濯

●除菌・脱臭効果が高い洗濯 ●洗濯槽、排水溝の洗浄・除菌

様々な施設・シーンで
活用いただ濾 す。

病 院
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こ三二三ゝ

●電解槽、電気 1」 御盤には高電流が流れていますので、決して触れないでください_

●転倒防 111の ため、必ず本体岡定令具を取り付けてください.転倒防止対策を行っていないと、地震等の振動により製品が転倒し、ケガの原因となります .

●寒冷地に設置する場合は、必ず凍結劇策をしてください。

●‖1罰 11.I、 lL気 |●」「、配竹 |:」「等が必要です _お 買い 11け の販売店にご相談 ドさい。

●電解水の生成に使用する水は、水道水を使用してください。

●このカタログ 11の 製品から生成されるlL解 水 |よ 飲用ではありませんので、決して飲用しないでください―

●このカタログ |■ の製品から生成される電解水を容器に入れて販売しないでください。

●電解水は他の薬剤と混ぜないでください
:

●このカタログ上の製品は医療用ではありません.

●製品の分解、改造は絶対にしないでください=感電、火傷、重量パーツが外れ、人ケガする可能性があl,ま す。

●ヒーターによる火傷に十分注意してください。

●このカタログ上の製品は日本国内仕様です_海 外では使用できません.

ご購入に際しては『設置上のご注意』、『保守と点検について』、

『使用上のご注意』の内容を必ず事前にご確認の上、ご購入ください。

●搬入について

搬入日、搬入経路は、事前に |‐ 分な広さがあるか確認してください。

●設置場所について

設置場所は平らな、舗装された場所を選んでください。アスファルト舗装のような地盤の弱い場所での設置に際しては、本体重量による地盤の沈み込み防 |卜 策を行ってください。

・本体の同定金具は、確実に取 り付けてください。転倒防止策を行っていないと、地震等の振動により製品が転倒し、ケガの原因になります。

・屋外に設置する場合は、必ず屋根を設置してください。

鳳内に設置する場合は、IJχ 売店 メーカーと相談の し、換気対策を行ってください。
・製品に水をかけないでください。特に電気部品に水がかかると漏電のおそれがあります。
・装置を移設する場合は、お買い求めの販売店もしくはメーカーまでご相談ください。

●配管工事について

給水圧は、指定の範囲内で使用してください。

給排水配管工事は、必ず販売店または専門業者に依頼してください。

・給排水配管工事の際は、配管用の穴を壁もしくは床にあける場合があります。工事内容は販売店または専門業者にご確認ください。

装 置の11(|)|'い に円して 1 llサ
||1責

||||イ  t´ |■ ゴ.11て ,ヽ扱 いや点検は 11:JII!デ il千 者が行ってください

|1己竹 ||11責 11者 は i」 に 1111'|て 扱 ,itl'|||||=1,ろ |'111を イ」tヽ 、その記録 を保 riし てください

このカタログ ||か }せ ||||は 、,L IIII I11 1`:|,1し 1`11器 ,′ ,メ ンテナンスを.ビ 要とします lllk111:や `ll llitを 木然に |:|,(た ●に.少 なくとも毎 ll l ll〕 |は |||て た |li iも しくは メーカーよ1)メ ンテ+ン スを受

tlて くたさい

少なくとも|」 十二I II〕 |は .ユ ーサーによる消 |[品 ,,|11:|.=粕 ||¬

=作
業をi「 ,て くたさい

電解水の水質、生成量は、原水の水質などによって変動する事があります。

電解水は正しい手順や方法で使用する事で能力を発揮します。問違った使い方をすると電解水の効果が得られないだけではなく、不具合を生じる可能性もありますので、1分ご注

意ください。

酸性電解水のみを人■に使用する場合 {床 などの清掃)は 、 |― 分な換気をおこなってください,ま た、必ず十分な水ですすぎをしてください。

電解水は保存状態 保存川 |‖1に より性質が大きく変化します。極力、 |1毎 に容器の水を人れ替えてください。

1■∫1イ 水を貯水している容器、またはタンクの中を直接のぞき込まないでください
.

1■解水を貯水している容器、またはタンクに火気を近づけないでください。

電解水を使用する場合、皮膚の弱い方は手が荒れることがありますので、使用後はハンドクリームなどの塗布を行うか、または使用時に手袋をお使いください。

安定した品質の電解水を生成するために塩は折定の物を使用してください.

中和剤は必ず指定のものをご使用ください。市販の粒径 成分の異なる中和剤を使用したり、別の中和剤を投人すると中和効果が得られないばかりか、思わぬ事故につながる原因

になります.

メンテナンス契約につきましては、販売店もしくはメーカーにお問い合わせください。

定期交換「‖
`品

Lイ I利 〕

本体 :||;|キ 111の  FII`は 定川 交1,t部 lキ 111で す

定 IIIIII」 使用後、交換が必 要とな ,〕 ます

消耗品〔有料〕

Xこの部 ll‖

llは
消 |[111111の ため.設 ||′i径 1年 間の修III!保 lill:対 象外です

来このカクログの記 |lt内 容は 2016年 ('ll現 在のものです _

設置上のご注意

保守と点検について

使用上のご注意

電解槽 1800時 間運転時もしくは1年 (使用源水の水質により変動します)

糸巻きフィルター

活性炭フィルター

3～ 6ヶ 月を目安に交換

(使用原水により変動)

PLCバ ックアップ用電池 1年

チュープポンプ用交換チュープ 1ド 00時 |||1運 IL時 もしくは 1イ |:lt ll「 原水r',水 !ttiよ |,変動1_ま

'~|

塩

10tの電解水を生成するのに、約 5.5kgの

塩が必要となります。

(軟水器用、電解水生成用)

※但し、原水の水質などにより変動します。

中和剤 使用頻度、電解水生成量によって異なります
ので、定期的な点1・′)を し、補充してください。

品名 交換 }1期 の|1安


